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研究成果の概要（和文）：　前期-中期中新世の西南日本弧前孤域では，きわめて活発な構造運動が地域的・局
所的な堆積作用を支配することで古生態系にまで影響を及ぼしていた可能性が高いことを裏付ける複数の成果が
得られたほか，浅海域～河川域における津波堆積物の堆積相モデルの確立に寄与し得る予察的観察結果も得られ
た．
　以上の成果は，9編の原著論文，9回の国際学会での講演，20回をゆうに超える国内学会での講演，2編の著書
（編集も担当）として公表したほか，2015年には，筆者が中心となって主催し，13カ国38名の参加者を迎えた国
際研究集会において公表することが出来た．また，国内学会からは1件の学術賞と1回の特別講演の機会を賜っ
た． 

研究成果の概要（英文）：   It is revealed that tectono-sedimentation played an important role in the
 development of the benthic ecosystems of the forearc region of the Southwest Japan Arc, during the 
early to middle Miocene. For example, the less bioturbated forearc basin fill of the Misaki Group, 
Kochi Prefecture, is interpreted to have formed due to the basin-wide over-sedimentation (highly 
frequent and rapid sedimentation) that significantly diluted the biogenic structures in the 
sediment, and prevented the colonisation of animals with low burial-tolerance. Some preliminary data
 to help for the newly establishment of some tsunamiite facies models of the wave-dominated shallow 
marine setting, and so on, are also obtained. These results were published in the nine original 
papers, two book sections, and nine and more than twenty presentations in international and domestic
 scientific meetings, respectively.

研究分野：古生態学
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１．研究開始当初の背景 
 前期〜中期中新世に生じた日本海の急速
な拡大は，それが注目されてきた 1980 年代
半ば以降，地質学界において第一級の課題の
ひとつとなっている．しかし，こうした観点
から現在もなされる研究は，ほとんどが「岩
石圏」の変動（テクトニクス）に関するもの
で，地球を特徴づける「生物圏」の振る舞い
とも言える，表層古環境や古生態系の変化・
変動に関する研究は殆どなされていない． 
 筆者は，地層群と化石群・生痕化石群とを
統合的に解析し続け，なかでも生痕化石群に
注目することで，環形動物のように化石に残
る骨格を持たない古生物群の“化石記録”を
高い精度で得られることだけでなく，海底で
の浸食—堆積作用の様子や水流の変化など，
古環境条件の“動的な”変化を従来にない精
度で復元できることなどを明らかにしてき
た．こうした観点から研究を行えば，日本海
拡大期の島弧域における表層古環境と古生
物群集，そして，その両者からなる古生態系，
さらに，それらの変遷の過程をもつぶさに復
元できる可能性が高まっていた． 
 
２．研究の目的 
 中新世に生じた日本海の急激な拡大は，日
本弧に激しい地殻変動をもたらした．それは
当時の表層環境ならびに生態系に甚大な影
響を及ぼした可能性が高いが，その実態はわ
かっていない．そこで本研究では，西南日本
弧の中新統を対象に，日本海拡大による固体
地球変動が，島弧域の古環境と古生物群集，
そしてそれらからなる古生態系に及ぼした
影響を，地層や化石の統合解析に基づき，高
い精度で復元することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，まず広域踏査により対象とな
る地層群の層序と地質構造とを概観する．つ
づいて，対象となる地層群の堆積相解析を行
い，堆積システムを復元する．その際，成長
断層や未固結変形，津波等のイベント性堆積
物の確認にも留意する．また，堆積システム
の空間分布をおさえてシーケンス層序を解
析し，堆積環境とその変遷過程を復元する．
この様にして堆積盆スケールでの古環境の
枠組みとその変動過程を復元する． 
 つづいて，各堆積システムのサブシステム
ごとに生痕化石や化石，それらの産状を観察
し記載する．その際，生痕化石の内部構造や
構成物質の解析から形成者を推定し，その食
性や基本的行動様式と言った古生態の復元，
そして，特定の行動を誘発した微視的な古環
境条件の復元をおこなう．生痕化石や化石の
解析にあたっては，生痕化石の産状や生痕フ
ァブリックの解析もおこなう．また，生痕形
成者の古生態を正確に復元するために，形成
者と推定される現生生物の調査も行うほか，
筆者が開発した現世堆積物の観察法を駆使
して現世生痕と形成動物の観察を行い，生痕

化石解析の精度向上も目指す．さらに，体化
石に関しては，自ら観察を行うほか，多くの
研究者によって積み上げられてきた研究成
果も参照する．こうして生痕化石と体化石か
ら得られた情報を総合し，堆積場ごとの古生
物群集構造を従来にない精度で復元する． 
 以上の諸情報を統合して非生物環境と生
物群集とからなる古生態系の復元を試みる．
この様に，地層とそこに産する化石・生痕化
石を統合して解析することで古生態系の一
端を従来に無い精度で復元することが可能
となる．そして日本海拡大の影響下にある西
南日本弧の下部-中部中新統の古生態系と影
響の少ない他の堆積場のそれらとを比較検
討することで，日本海拡大が当時の古生態系
に及ぼしていた影響を抽出する． 
 
４．研究成果 
 四国山地西部から四国南西部をはじめと
した各地において下部−中部中新統の調査を
行い，前期中新世の前孤域における堆積作用
と古生物群集についてのデータを収集・解析
した．その結果，「同時代の前孤域では，活
発な構造運動が古生態系に影響を及ぼして
いた可能性が高い」との作業仮説を裏付ける
複数の結果が得られた．一部をまとめると，
以下の通りである． 
 まず，四国山地西部に分布する久万層群は，
伸張場における活発な半地溝群を崖錘や網
状河川などが埋めた陸成堆積物であり，前孤
内陸部での大量の砕屑物生成を示唆する．そ
の下流方向に位置する前孤海盆堆積物（三崎
層群）の層序，堆積相，生痕群集，生痕ファ
ブリックは，前孤海盆域で頻繁かつ急速な堆
積作用が卓越した結果，生物源堆積構造が希
釈されていただけでなく，貧弱な底生群集し
か成立し得なかったことを強く示唆するこ
と，などである．また，イベント堆積物の堆
積過程を単層スケールで復元した後，それに
応答した埋在性小型底生動物群集の遷移過
程の高い精度での復元を試み，ある種の小型
生痕化石を形成した動物の植民過程を復元
することもできた．さらに，波浪卓越型浅海
域，潮汐卓越型浅海域，そして，河川域にお
ける津波堆積物の堆積相モデルの確立に寄
与し得る予察的観察結果も得られた． 
 本研究の助成期間を通じて，ICHNIA2016 な
どの国際集会で 9 回の講演を行ったほか，
2015 年には，筆者が中心となって，13 カ国
38 名の参加者を迎えた「13th International 
Ichnofabric Workshop」を高知大学および高
知県内各地の露頭や現世海浜において開催
し，本成果の一部を公表することが出来た．
さらに，20 回を優に超える国内学会での講演，
9 編の原著論文の公表を行ったほか，国内学
会からは 1件の学術賞と 1回の招待講演の機
会を賜った．上記のように，総体的に見てあ
る程度の成果を発信することが出来たと考
える． 
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